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はじめに





















































































前編に記した四川式の手役は、根 翻、大対子 翻、金鈎釣 翻、清一色 翻、七対 翻、




翻 ファン という文字は麻将用語としては を乗じる 倍増する という意味だか
















対対和 槓上花 槓上炮 槍槓和 金鈎釣 自摸 根
清一色 帯幺九 七対
清対 将対
清七対 清幺九 十八羅漢 竜七対（減 根）






写真 は（四索）を暗カンしてアガった手牌。根 組で 倍である。





































清一色の 倍と対対和の 倍を乗じると自然に 倍となるので、改めて手役とする必要が
あるかどうかは判らないが。大会で配られた手配表には載っている。
将対 チャンドイ 倍
写真 の手牌のように、すべてが ・ ・ の牌のコウツと雀頭で構成されたアガ
リ。対対和は加算されない。





表 の竜七対の横に（減 根）と記載されているのは さらに根を加算することはない
という意味である。



















羅漢とは 悟りを開いた仏教の修行者 という意味。 人の羅漢。 枚の牌でアガる手は
四カンツだけである。
清竜七対 チンロンチードイ 倍
写真 の手牌のように、 枚使いを含んだ清一、七対のアガリ。減 根。







前編で紹介したルールは 自摸加底 ヅモジャディ 。ツモアガリをしたときのアガリ点は
自摸以外の手役を計算して、それに 底を加える とし、これがオーソドックス。そして









が、他に手役があるアガリの場合は、 倍役ならば と 、 倍役
ならば と という具合に差がついてくる。
さらに、ツモアガリなのだから未和了者全員から得点できるので、未和了者が三者の状態と
して、 倍役なら （ ） と に、 倍役なら （ ）
と どんどんと格差が開いていく。
もともと 出アガリは放銃者からだけ得点 ツモアガリは未和了者全員から得点 という









が打った牌を が直カンして、その直後に に槓上炮をした場合は、 が支払うカンの 底は










だが条項をよく読んでいくと 得失分的組成、 倍封頂 と記してある。これは マンガン
は 倍 底という意味である。中国語なので念のためテンセント社に問い合わせると、や
はり マンガンは 倍 という返答であった。





ンがあるとカンの得点を加えて 底以上、ツモアガリなら プラス の収入にな
ることもある。
花豬











































これでは同じく ポイントの選手に素点負けで 頭ハネ をされるかなと思っていたら、











回戦 順位 ポイント 素点


























































予選で明カンした回数が一番多かった者を 風神 フォンシェン 。暗カンした回数が一番
多かった者を 雨師 ユシィ として表彰した。











































この自然な手作りが 自摸加底 と比べて 自摸加翻 ならばより重要になってくる。



















マンガン 底のルールだから、その収入は （ ） だったが、もしオンライ



































） 麻将 はマージャンの中国語表記。日本語は 麻雀 。
）ギャンブルとして行う場合は 底 元とか 元とかの取り決めになる。大会やオンラインゲームでは当
然賭けていないので 底 点である。
）前編では大対子 ダードイズ という名称で紹介した。
）日本式は、本来は最高限度額のはずのマンガンの上にハネマンやバイマンなどがあるので矛盾している。
） ドイシ いわゆるモチモチ状態のこと。
）残留者が の倍数になるように調整された。
） ガオシュ 達人。
四川血戦麻将（続）

